
植物体は白緑色から黄褐色。茎は基物からやや斜上して不規則に分枝。葉はお互いに接して、2つ

に折れたたまれる。背片は卵形、円頭、全縁。腹片は長舌形、円頭、全縁。キールは腹片の2/3の
長さ。葉身細胞のトリゴンはなく、葉にビッタは分化しない。無性芽をもたない。雌雄異株。雄苞
葉は花被の直下につく。山地の山道沿い等の土上に群生する。

新温泉町霧滝渓谷では多産する。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Diplophyllum  obtusifolium  (Hook.) Dumort.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

宍粟市、養父市、新温泉町、丹波市

■ 国内分布

本州（特に北日本の日本海側に多い）

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ヒシャクゴケ科

兵庫県ランク…マルバコオイゴケ
環境省ランク… －


